
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
  

学 校 名 本巣市立糸貫中学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月１２日（土）～１２月１日（日） 

実 施 概 要 
 

① 全校生徒と保護者で参加するリサイクル活動 
② 船木山古墳講演会 
 ③フリー参観ウィーク 
 ④愛知室内オーケストラを招いての合唱祭 
 ⑤糸貫中学校区地域づくり事業の企画・運営に参加 

実 施 内 容 
 

 学習・取組の分野 
  □自然   ■歴史   ■文化   □産業    ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開    ■成果発表 □交流活動 ■講演会等 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者            ３１０人  

          計     ４３０人  

地域関係者            １２０人 

実 施 状 況 
 

①１０月１２日、保護者や地域の協力を得て糸貫校区でのリサイクル活動を実施

し、生徒のほとんどがボランティアとして参加した。 

②１０月１７日、国立民族博物館教授の広瀬和雄氏を講師に、ふるさとの船木山

古墳をより深く知る会を開催した。１年生１２６名と職員１０名、市教委１名

ほか、大垣市教育委員会からの１名と、地元郷土史研究家が参加された。 

③１１月１９日～２３日の間フリー参観ウィークとして、保護者のみならず、地

域の方々に学校を開放した。授業や合唱祭に向けた取組を公開した。この間の

参観者は約１０名であった。 

④１１月２３日（祝日）、愛知室内オーケストラを招いて合唱祭を開催。学級合

唱・学年合唱・全校合唱そして会場全員による「ふるさと」の合唱などを行い、

地域の方や保護者やその家族、約２５０名が参加された。 

⑤１２月１日（日）には、糸貫中校区地域づくり事業を実施する。 

成果及び課題 
  

  

○地域の活動に対する生徒の意識は高く、期間前の実施「糸貫川愛掃活動」にも多く 

の生徒が進んで参加している。 

○郷土の遺跡が、国の指定に匹敵するような古墳群であることを知り、誇りをもつこ 

とができた。 

○愛知室内オーケストラを招いての合唱祭への期待は高く、会場全員による「ふるさ 

と」の合唱は、生徒・保護者・地域が一体となれる行事として根付きつつある。 

○１２月１日実施予定の「地域づくり事業」では、中学生(２年生)が主体となり企画 

・運営して、三世代交流を進めている。 

●地域で活躍する生徒の姿が多く見られるようになってきている。今後、自ら進んで、

地域とのつながりや関わり合いを深めていけるようにしていきたい。また、地域と 

の関わり合いをとおして、生徒自身が自己をみつめ、よりよい生き方を求めていけ 

るようにしていきたい。 



 


